
基金の有効活用（松山市）

財政調整基金などの各種基金について、元本の償還及び受取利息の確

 
実性を確保するとともに、計画的に運用することで、より有利な運用益の

 
確保に取り組む。具体的には、債券運用目標額を定め、各年限の債券を

 
均等な割合で組み入れるラダー型で運用。

【取組概要】

取組みに係るビジュアル（写真

 
やイラスト等）Ａ
※ない場合は文言でも可

【取組みの効果】

【他団体へのアドバイス】

○○○○・・・・

○○○○・・・・

【取組みの効果】

基金の積極的な運用により、平成17年度に1,700万円

 
程度であった運用益は、平成２０年度には約３億円ま

 
で増加。

【他団体へのアドバイス】 【創意・工夫した点】

より有利な運用益を確保するために

 
入札制度を導入。また、運用可能額

 
を増やすために、国からの補助金や

 
地方債等の収入時期を早めることな

 
どで、繰替運用額を削減。

・財政課、会計事務局、管財課

 
の三課の連携
・基金運用計画の作成
・入札制度の導入
・債券購入範囲の拡大

中長期的な繰替運用額の見込を立て

 
る中で、運用可能試算額を積算する

 
ことが重要。

運用額・運用益の推移

取組内容

人口

 
５１４，７８１人

担当部署

 

理財部

 

管財課


